
 
1.　目　　的

近年，視力の低下やアレルギー等，従来からいわれ
ている子どもの健康問題だけでなく，「すぐ疲れた。」
という子ども達が増えているという報告 1)がみられた
り，児童虐待や薬物，心の病気など，児童・生徒に関
わる様々な健康問題が注目されている 1)。
養護教諭は，専門的立場から児童や生徒の健康問題
を把握し指導することや，健康増進のための指導や教
育活動に積極的役割を持つことが，昭和 47年保健体育
審議会答申 2)に明記された。平成 9年の保健体育審議
会答申 3)では，健康増進活動ばかりではなく，養護教
諭が行う健康相談活動の重視や心の健康問題にも対応
することが求められている。平成 20年には中央教育審
議会 4)から「ヘルスプロモーション」の考え方の重要
性が示され，学校現場において学校保健の中核を担う
養護教諭の「ヘルスプロモーター」としての役割がま
すます重要視されてきている。しかしながら，実際に
学校で働いている養護教諭自身がヘルスプロモーター
として，どのような資質・能力が必要だと考えている

のかについては明確ではない。
そこで本研究では，実際に養護教諭自身が考える「ヘ
ルスプロモーターとしての養護教諭の資質・能力」に
ついて，平成 24，25年度に行った教員免許更新講習受
講者を対象に調査を行った。

2.　方　　法

1）対象者
平成 24年度，25年度　N大学　教員免許更新講習 

養護教諭免許選択受講者 49名（男性 1名，女性 48名）。

2）グループディスカッション
受講者のうち，10年目，20年目，30年目の養護教
諭が均等になるように配置し，グループを作成した（平
成 24年度 5グループ，平成 25年度 5グループ，計 10
グループ）。
対象者には，あらかじめ「ヘルスプロモーターとし
て養護教諭にはどのような資質，能力が求められるか」
とういう課題を提示し，「大事である」，「必要である」
と考えられる項目を大項目として 5つ挙げること。更
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に，各大項目に関連して「求められること」と「必要
である」と考えられることを小項目として 4項目ずつ
の計 20項目を挙げること指示し，その後グループ内で
自由討論を行わせた。
討論の結果については，提出された大項目，小項目
の内容について，大項目に同様の単語が使用されてい
るか，または内容が類似しているかで，著者の判断に
より「分類」として項目毎に分類し，内容に相当する
名称をつけ，養護教諭が「ヘルスプロモーター」とし
てどのような資質や能力を必要すると考えているのか
を検討した。

3.　結　　果

グループディスカッションにおいて各グループから
出された大項目全 50項目，小項目全 200項目を集計
し，それぞれを分類別にまとめた。表 1-1および 1-2で
示すように，上位を占めたものは，教員や保護者，地
域の方々を繋ぐ役目の「コーディネート力」，児童生徒
への健康相談ばかりでなく保護者も含め，受容し対話
する能力として「カウンセリング力」，これらを含めた
人間関係つくりとして「コミュニケーション力」，医
療，学校保健など養護教諭としての「専門知識」であっ
た。これらの 4分類については，それぞれ大項目が全
50項目中の 6項目，小項目解答数が全 200項目中の 24
項目ずつあり，大，小項目数の 12％ずつをしめていた。
続いて保健指導や授業能力を含む教員としての「指導
力」が，大項目が 5項目，小項目解答数が 20項目あ
り，全大・小項目数の 10％であった。これらの大・小
項目数で回答率が 10％以上あった項目については，全
10グループうちの半数以上で討論されていたことに
なる。つづいてリーダーシップや「ほけんだより」づ
くり等の情報発信などを含む「実践力」，疾病怪我の応
急処置だけで無く危機管理能力を含む「救急処置能
力」，情報を収集し発信する「情報収集能力」，「養護教
諭自身が健康であること」に分類されるものは，大項
目が 4項目，小項目解答数が 16項目で全解答項目中の
8％，また，子どものサインや取り巻いている状況を見
逃さない事や社会の動向を察知する「課題発見力」が
大項目として 3項目，小項目解答数が 12項目で，全解
答項目中の 6％であった。

4.　考　　察

学校保健安全法では，養護教諭の職務は保健管理，
保健教育，健康相談活動，保健室経営，保健組織活動
とされ，身体・健康に関する専門的な立場から学校内
外の連携を果たしていくことが重視されている 5)。今
回はこれらの職務を含め，養護教諭自身が考える「養
護教諭のヘルスプロモーターとしての資質や能力」に

ついて討論形式の調査を行った。その結果，「コーディ
ネート力」，「カウンセリング力」，「コミュニケーショ
ン力」，「専門知識」，「指導力」，「実践力」，「救急処置
能力」，「自分自身が健康」，「課題発見力」，という10の
資質・能力に分類することが出来た（表1-1，1-2）が小
項目をみてみると各分類間で重なるものもみられた。
このことから，養護教諭自身が図 1にまとめるよう
な 10の資質・能力が必要であると認識していることが
明らかとなった。養護教諭は，救急処置等の医療技術
だけでなく，健康問題やからだの専門家として児童・
生徒との会話や子ども達の様子から，学校内外に関わ
らず児童・生徒が抱える課題や健康問題に気づき，教
員の立場で指導し，実践していく事が求められている。
しかもこれらの項目には優先順位があるわけではな
く，養護教諭にはこれらの事柄を相互的に把握・判断
する鳥瞰的視野が必要とされることが考えられ，同時
に実践処理する能力が求められる事が示唆された。
ヘルスプロモーションの考え方は 1986年に世界保
健機関から示されたオタワ憲章 6)によって，「人々が自
らの健康とその決定要因をコントロールし，改善する
ことができるようにするプロセス」であると定義され
全世界に発信された。養護教諭は児童生徒ばかりでな
く，教職員や保護者，学校がある地域の人たちの健康
増進，健康教育に関する専門家「ヘルスプロモーター」
として学校保健活動を行っていくことが必要である。
岩崎 5)はこれからの学校保健に求められていく養護
教諭の役割として，「①学内，地域，医療機関との連携
を推進する上でコーディネータの役割。②養護教諭を
中心として関係教職員と連携した組織的な健康相談，
健康観察，保健指導の実施。③学校保健センター的役
割を果たしている保健室経営の充実。④いじめや児童
虐待など児童生徒の心身の健康問題の早期発見，早期
対応。⑤学級活動における保健指導をはじめ，ティー
ム・ティーチングや兼職発令による保健学習などへの
積極的な授業参画と実施。⑥健康・安全に関する危機
管理への対応。（救急処置，心のケア，アレルギー疾
患，感染症等）」としており，いずれも学校内の教員
間，保護者や地域，医師などの医療専門家との間で相
談・援助するコーディネータとしての役割を重視して
いる。また，三木 7)は，養護教諭に今後求められる資
質能力として，「養護教諭の専門性を一層磨くことは
もとより関係者の職務の特質にあった連携協力のコー
ディネートが求められ，従来以上に関係者や関係機関
との連携が必要であり，コミュニケーション力，交渉
力，提案力等を獲得するいわば「人間力」が必要とな
る。」と述べている。
本研究で上位を占めた「コーディネート力」，「カウ
ンセリング力」，「コミュニケーション力」，「専門知識」，
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「指導力」というような分類を相互的に考えると，これ
らはまさに「人間力」という言葉で総称できるのでは

ないかと考察される。またこれらについては，教員間，
保護者，児童・生徒，地域住民，公共機関などの間を

表 1-1　ディスカッション内容の分類（その 1）

※ SC；スクールカウンセラー
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表 1-2　ディスカッション内容の分類（その 2）
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介在し，人と人を結びつける養護教諭の役割が重要だ
と考えていることが示唆される。またこれらの分類は
「教員力」という言葉にも換言できると考えられ，養護
教諭はヘルスプロモーターとして，これらの資質・能
力を獲得し，向上させていかなくてはならないという
ことが示唆された。

5.　まとめ

本研究は，養護教諭自身が考える「ヘルスプロモー
ターとしての養護教諭の資質・能力」について，ディ
スカッション形式の調査を行い検討したものである。
その結果，養護教諭自身が考える資質，能力として

「コーディネート力」，「カウンセリング力」，「コミュニ
ケーション力」，「専門知識」，「指導力」などが必要で
あると考えていることが明らかになった。これらは
「人間力」または「教員力」という言葉でまとめられる
のではないかということが示唆されるとともに，養護
教諭のヘルスプロモーターの資質・能力として，「人と
人とを繋ぐ役割」が重要であると感じていることが示
唆された。
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図 1　ヘルスプローモーターとして必要な養護教諭の資質・能力




